
 

鳥インフルエンザ関係府省庁連絡会議 

 
 

 

 

日 時：平成３０年１月１２日（金）１０:００～ 

 
場 所：合同庁舎８号館８階特別大会議室 
 
議 題：香川県の家きんにおける高病原性鳥インフルエン

ザの疑似患畜の発生に対する対応について 
 
 



（鳥インフルエンザ事案） 

 

総理指示 

 

○ 家きん業者に対し、厳重な警戒を要請する

とともに、予防措置について適切な助言を行

うこと。 

 

○ 現場の情報をしっかり収集すること。 

 

○ 鳥インフルエンザと考えられる家きんが確

認された場合、農林水産省はじめ関係各省が

緊密に連携し、徹底した防疫措置を迅速に進

めること。 

 

○ 国民に対して正確な情報を迅速に伝えるこ

と。 

 



平成30年１月12日
農 林 水 産 省

香川県における高病原性鳥インフルエンザの疑い事例の
これまでの対応状況（１月12日７時現在）

（ ）、 、１ 10日 水 香川県さぬき市の家きん農場において
死亡羽数が増加し、当該死亡家きんについて簡易検査
を行ったところ、10日11時30分に陽性と判明。

２ これを受け、農林水産省では、10日14時に対策本部
（本部長：齋藤農林水産大臣）を設置し、精密検査で
陽性となった場合に、殺処分、移動制限区域の設定、
政務の派遣等を行う旨決定するとともに、10日のうち
に職員を派遣したところ。

３ 他方、10日、簡易検査に引き続き実施した精密検査
の結果、最も感度が高い検査において陽性反応が出な
いなど、専門家の判断としても、高病原性鳥インフル
エンザと断定するには至らなかった。

４ このため、11日、国から依頼した専門家の支援の下
改めて検査を行った結果、11日22時15分にＨ５亜型陽
性と判明し、当該農場及びその関連農場で飼養されて
いる約9.1万羽の肉用鶏について、高病原性鳥インフ
ルエンザの疑似患畜であると判定した。

５ 11日23時45分から殺処分を実施しており、併せて焼
却に向けた準備も現在行っているところ。

【農場概要】

＜香川県＞

農場所在：香川県さぬき市

飼養形態：肉用鶏約５万１千羽（関連農場：肉用鶏約４万羽）

※ 半径３㎞圏内の家きん飼養農場：７戸、約６万４千羽

（発生農場及び疫学関連農場は除く ）。

※ 半径３-10km圏内の家きん飼養農場：19戸、約100万７千羽



平 成 3 0 年 １ 月 1 0 日
農林水産省対策本部決定

今後の対応方針

「高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに関
」 、 。する特定家畜伝染病防疫指針 等に基づき 以下の措置を実施する

１ ①当該農場の飼養家きんの殺処分及び埋却、②農場から半径３
km以内の区域について移動制限区域の設定、③半径３kmから10km
以内の区域について搬出制限区域の設定等必要な防疫措置を迅速
かつ的確に実施。

２ 移動制限区域内の農場について、速やかに発生状況確認検査を
実施。

３ 感染拡大防止のため、発生農場周辺の消毒を強化し、主要道路
に消毒ポイントを設置。

４ 副大臣又は大臣政務官を香川県に派遣する等により、香川県と
緊密な連携を図る。

５ 食料・農業・農村政策審議会家畜衛生部会家きん疾病小委員会
を開催し、防疫対策に必要な技術的助言を得る。

６ 感染状況、感染経路等を正確に把握し、的確な防疫方針の検討
を行えるようにするため、農林水産省等の専門家を現地に派遣。

７ 殺処分・焼埋却等の防疫措置を支援するため、必要に応じ、各
地の動物検疫所、家畜改良センター等から「緊急支援チーム」を
派遣。

８ 「疫学調査チーム」の派遣。

９ 全都道府県に対し、本病の早期発見及び早期通報の徹底を改め
て通知。

10 関係府省庁と十分連携を図りつつ、生産者、消費者、流通業者
等への正確な情報の提供に努める。



韓国における高病原性鳥インフルエンザの状況 （2017年11月以降）

（韓国農林畜産食品部資料より）

：家きんでの発生
：野鳥からのウイルス分離

※ 日は症状の発現日又は検体の採取日

全羅北道（２件）
①11月17日 高敞（コチャン）郡 肉用あひる H5N6
④12月21日 井邑（チョンウプ）市 肉用あひる H5N6
（③と同一系列農場）

2018年1月9日現在
農林水産省動物衛生課
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全羅南道（７件）
②12月 8日 霊岩（ヨンアム）郡 種あひる H5N6
③12月19日 霊岩（ヨンアム）郡 肉用あひる H5N6
（②の疫学関連農場）

⑤12月26日 霊岩（ヨンアム）郡 種あひる H5N6
（③と同一系列農場）

⑥12月26日 高興（コフン）郡 肉用あひる H5N6
⑦12月28日 羅州（ナジュ）市 種あひる H5N6
⑧12月28日 霊岩（ヨンアム）郡 肉用あひる H5N6
⑨ 1月1日 高興（コフン）郡 肉用あひる H5N6
⑪ 1月4日 康津（カンジン）郡 種あひる H5N6
⑫ 1月7日 羅州（ナジュ）市 肉用あひる H5N6

京畿道（１件）
⑩1月 2日 抱川（ポチョン）市 採卵鶏 H5N6

家きんでの発生：12件
（H5N6）

あひる
鶏
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１

野鳥の感染事例：９件
（H5N6）
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忠清南道

済州道
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殺処分羽数：約146万羽

（うち予防的殺処分は約106万羽）

検体はすべて糞便
1/4



平成 30年 1 月 12 日 

 

家きんにおける高病原性鳥インフルエンザ疑い事例に係る 

環境省の対応について 

 

環境省自然環境局 

 

 香川県さぬき市の農場における高病原性鳥インフルエン

ザの疑い事例への環境省の対応は、以下のとおり。 

 

○ 発生農場周辺半径10kmを「野鳥監視重点区域」に指定し、 

香川県及び徳島県に野鳥の監視を強化するよう要請。 

 

○ 中国四国地方環境事務所に、香川県及び徳島県と連携し、

現地周辺の野鳥に関する情報収集を指示。 

 

○ 「野鳥緊急調査チーム」を現地に１月 12日（金）から 14

日（日）に派遣し、緊急調査を実施。 

※野鳥緊急調査チーム：現地の状況把握、指導助言等を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜参考：これまでの取組＞ 

○ 冬鳥の渡来に合わせ、毎年 10月～翌年４月に全国の渡来

地で糞便を採集。また、通年で死亡野鳥等から検体を採

取し、鳥インフルエンザウイルスの保有状況を調査（野

鳥ｻｰﾍﾞｲﾗﾝｽ）。 

 

○ 今シーズンは、次のとおり、死亡野鳥において１県 7 例

の高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5N6 亜型）が確

認されている。 

場所 検体 検出日 

島根県松江市 
コブハクチョウ 3 羽 11 月 9、20 日（2羽） 

 キンクロハジロ 3 羽 11 月 13､15､20日 

ユリカモメ 1羽 11 月 15日 

 
○ 引き続き関係機関と情報共有を図るとともに、全国での

野鳥の監視を継続。 



事 務 連 絡

平成 30 年１月 11 日

都 道 府 県

各 保健所設置市 衛生主管部（局）感染症担当課 御中

特 別 区

厚 生 労 働 省 健 康 局

結 核 感 染 症 課

高病原性鳥インフルエンザ（Ｈ５亜型）が疑われる事例の発生について

（情報提供）

今般、農林水産省より、別添のとおり、香川県さぬき市の農場の家きんにお

いて高病原性鳥インフルエンザ（Ｈ５亜型）が疑われる事例が発生した旨の発

表がありましたので、取り急ぎ情報提供します。

なお、引き続き、鳥インフルエンザの人への感染防止のため、「国内の鳥類に

おける鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）発生時の調査等について」（平成 18 年 12

月 27 日付け健感発第 1227003 号）に基づいた対応をお願いするとともに、「鳥

インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）に係る積極的疫学調査の実施等について」（平成 18

年 11 月 22 日付け健感発第 1122001 号）に基づき、医療機関において鳥インフ

ルエンザを疑う患者を診察した場合は、保健所に連絡されるよう改めて周知を

お願いします。

別添：農林水産省による公表資料

参考：

「国内の鳥類における鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）発生時の調査等について」

（平成 18 年 12 月 27 日付け健感発第 1227003 号）

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000172034.pdf

「鳥インフルエンザ（Ｈ５Ｎ１）に係る積極的疫学調査の実施等について」

（平成 18 年 11 月 22 日付け健感発第 1122001 号）

http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000172036.pdf



平成 3 0 年 1 月 1 1 日
農 林 水 産 省プレスリリース

香川県における高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確
認について

香川県における高病原性鳥インフルエンザが疑われる事例については、遺伝子検査の結果、H5
亜型であり、高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜であることが確認されました。

1.概要

香川県における高病原性鳥インフルエンザが疑われる事例については、遺伝子検査の結果、H5亜
型であり、高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜であることが確認されました。

今後、病原性及びNA亜型について動物衛生研究部門（注）において検査を実施します。

（注）国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構  動物衛生研究部門：国内唯一の動物

衛生に関する研究機関（部門長  坂本研一）

2.その他

（1）高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染病防疫指針
に基づき、当該農場（肉用鶏約5.1万羽）及び当該農場の関連農場（肉用鶏約4万羽）で飼養され
ている家きんについて、疑似患畜として処分いたします。

（2）これらの農場は、飼養家きん等の移動を自粛しています。

（3）我が国では、これまで家きん肉及び家きん卵を食べることにより、鳥インフルエンザウイル
スが人に感染した事例は報告されていません。

（4）現場での取材は、本病のまん延を引き起こすおそれがあること、農家の方のプライバシーを
侵害しかねないことから、厳に慎むよう御協力をお願いいたします。

（5）今後とも、迅速で正確な情報提供に努めますので、生産者等の関係者や消費者は根拠のない
噂などにより混乱することがないよう、御協力をお願いいたします。

【お問合せ先】
消費・安全局動物衛生課
担当者：石川、木下
代表：03-3502-8111（内線4582）
ダイヤルイン：03-3502-8292
FAX：03-3502-3385

( 1 / 1 )

NTWRV
テキストボックス
（別添）




事 務 連 絡 

平 成 3 0 年 1 月 1 1 日 

 

 

各都道府県消防防災主管部(局) 御中 

 

 

消 防 庁 救 急 企 画 室 

 

 

鳥インフルエンザの発生事例について（お知らせ） 

 

 

今般、別添１のとおり農林水産省より、香川県さぬき市の肉用鶏農場におい

て高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜が確認されたとのプレスリリースがあ

り、別添２のとおり総理指示がありましたので、取り急ぎ情報提供いたします。 

鳥インフルエンザウイルスについては、国外で感染した鶏やその死体等に濃

厚に接触した場合に、人に感染した事例がまれに確認されているのみではあり

ますが、貴都道府県内市町村（消防の事務を処理する一部事務組合等を含む。）

に対して情報の提供を行うとともに、感染予防の留意事項の周知等必要な対応

について遺漏がないよう、よろしくお願いいたします。 

また、関係機関から消防機関に、協力依頼があった場合は、必要に応じてご

協力頂きますようお願い致します。 

 

(連絡先） 

消防庁救急企画室 

TEL：03-5253-7529 

FAX：03-5253-7532 

担当：森川専門官、小川係長、中西事務官 



平成 3 0 年 1 月 1 1 日
農 林 水 産 省プレスリリース

香川県における高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確
認について

香川県における高病原性鳥インフルエンザが疑われる事例については、遺伝子検査の結果、H5
亜型であり、高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜であることが確認されました。

1.概要

香川県における高病原性鳥インフルエンザが疑われる事例については、遺伝子検査の結果、H5亜
型であり、高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜であることが確認されました。

今後、病原性及びNA亜型について動物衛生研究部門（注）において検査を実施します。

（注）国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構  動物衛生研究部門：国内唯一の動物

衛生に関する研究機関（部門長  坂本研一）

2.その他

（1）高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染病防疫指針
に基づき、当該農場（肉用鶏約5.1万羽）及び当該農場の関連農場（肉用鶏約4万羽）で飼養され
ている家きんについて、疑似患畜として処分いたします。

（2）これらの農場は、飼養家きん等の移動を自粛しています。

（3）我が国では、これまで家きん肉及び家きん卵を食べることにより、鳥インフルエンザウイル
スが人に感染した事例は報告されていません。

（4）現場での取材は、本病のまん延を引き起こすおそれがあること、農家の方のプライバシーを
侵害しかねないことから、厳に慎むよう御協力をお願いいたします。

（5）今後とも、迅速で正確な情報提供に努めますので、生産者等の関係者や消費者は根拠のない
噂などにより混乱することがないよう、御協力をお願いいたします。

【お問合せ先】
消費・安全局動物衛生課
担当者：石川、木下
代表：03-3502-8111（内線4582）
ダイヤルイン：03-3502-8292
FAX：03-3502-3385
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014676
テキストボックス
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（鳥インフルエンザ事案） 

 

総理指示 

 

○ 家きん業者に対し、厳重な警戒を要請する

とともに、予防措置について適切な助言を行

うこと。 

 

○ 現場の情報をしっかり収集すること。 

 

○ 鳥インフルエンザと考えられる家きんが確

認された場合、農林水産省はじめ関係各省が

緊密に連携し、徹底した防疫措置を迅速に進

めること。 

 

○ 国民に対して正確な情報を迅速に伝えるこ

と。 

 

014676
テキストボックス
  別添２
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